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４
月
３
日
、
第
19
回
Ｊ
Ａ
摩
周
湖
通
常

総
会
が
、
摩
周
湖
農
協
３
階
大
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
正
組
合
員
１
２
３
名
中
本
人
出

席
53
名
、
書
面
議
決
20
名
、
委
任
状
４

名
（
出
席
率
62
．
６
％
）
准
組
合
員
２
名
、

来
賓
19
名
と
、
女
性
農
業
者
の
Ｊ
Ａ
運
営

参
画
促
進
で
、
摩
周
湖
農
協
女
性
部
か
ら

も
３
名
を
迎
え
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
Ｊ
Ａ
綱
領
を
全
員
で
斉
唱

し
、
川
口
組
合
長
に
よ
る
開
会
の
挨
拶
後
、

Ｊ
Ａ
摩
周
湖
第
十
九
回
通
常
総
会

川口組合長より表彰状を受ける川崎さん

ＪＡ綱領の斉唱

挨拶をする川口組合長

弟
子
屈
町
長
・
徳
永
哲
雄
氏
と
Ｊ
Ａ
中
央

会
根
釧
支
所
長
・
吉
田
重
彦
氏
よ
り
ご
祝

辞
を
賜
り
ま
し
た
。
続
い
て
来
賓
紹
介
、

祝
電
披
露
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
に
入
り
、
徳
永
浩
幸
氏
（
川
湯
）

と
金
沢
賢
二
氏
（
屈
斜
路
）
が
議
長
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
第
一
号
特
別
決
議

事
項
（
定
款
へ
事
業
の
追
加
に
つ
い
て
）

な
ど
執
行
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
全
８

議
案
は
全
て
原
案
通
り
に
承
認
、
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
総
会
で
は
、
北
海
道
報
徳
善
行
賞

伝
達
式
が
行
わ
れ
、
川
崎
喜
美
雄
氏
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
終
了
後
の
臨
時
理
事
会
に

て
、
左
記
の
通
り
新
役
員
体
制
が
決
定
し

ま
し
た

　
酪
農
後
継
者
と
し
て
就
農
以
来
、

地
道
に
農
業
経
営
に
取
り
組
み
、
自

ら
の
手
で
規
模
拡
大
を
成
功
さ
せ
た

こ
と
は
、
本
町
の
農
業
発
展
に
多
大

な
影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
経
営
内
容
は
他
の
組

合
員
の
模
範
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

川
崎
喜
美
雄
氏
の
授
賞
理
由

Ｊ
Ａ
摩
周
湖
新
役
員
体
制

代
表
理
事
組
合
長

川　

口　
　
　

覚

理　
　

事

黒　

野　
　
　

徹

専
務
理
事

望　

月　

信　

雄

学
識
経
験
理
事（
参
事
）
阿　

部　

高　

秋

理　
　

事

吉　

田　

良　

文

代
表
監
事

平　

岡　

清　

一

　

〃　

元　

山　

義　

久

監　
　

事

小　

池　
　
　

隆

　

〃　

八　

幡　

健　

誠

員
外
監
事

後　

木　

英　

範
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摩
周
湖
農
業
協
同
組
合
第
19
回
通
常
総

会
の
開
催
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
申
し

上
げ
ま
す
。
本
日
は
４
月
の
年
度
初
め
の

お
忙
し
い
中
、
弟
子
屈
町
様
を
は
じ
め
、

多
く
の
関
係
機
関
の
皆
様
の
ご
臨
席
を
賜

り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た

組
合
員
の
皆
様
、
女
性
部
員
の
皆
様
に
は

日
頃
よ
り
農
協
運
営
に
対
し
て
多
大
な
る

ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
い
て
い
る
こ
と
に

対
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。　
　

　

さ
て
、
農
業
・
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
情
勢

組
合
長
挨
拶

で
す
が
昨
年
12
月
に
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
が
、
本

年
２
月
に
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
協
定
も
発
効

と
な
り
、
今
後
日
米
物
品
貿
易
協
定
が
交

渉
開
始
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
生
産
現
場

に
多
大
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
十
分

な
国
内
対
策
を
望
む
と
と
も
に
、
国
際
化

に
対
応
で
き
る
足
腰
の
強
い
農
業
を
構
築

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。　

　

昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
第
29
回
Ｊ
Ａ

北
海
道
大
会
で
は
、
前
回
大
会
の
決
議
事

項
が
継
承
さ
れ
農
業
所
得
の
拡
大
と
多
様

な
担
い
手
確
保
育
成
に
取
り
組
む
と
と
も

に
５
５
０
万
人
サ
ポ
ー
タ
ー
づ
く
り
が
決

議
さ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
の
自
己
改
革
を
進

め
、
力
強
い
豊
か
な
農
村
農
業
を
地
域
と

共
に
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
30
年
度
の
弟
子
屈
農
業
は
春
の
農

作
業
は
好
天
に
よ
り
順
調
で
し
た
が
、
6

月
以
降
の
低
温
・
長
雨
・
日
照
不
足
に
よ

り
小
麦
等
の
農
作
物
に
大
き
な
影
響
が
出

て
、
畑
作
関
係
は
厳
し
い
年
と
な
り
ま
し

た
。
酪
農
に
お
い
て
も
一
番
草
の
刈
り
取

り
遅
れ
や
コ
ー
ン
の
生
育
遅
れ
な
ど
に
よ

り
、
下
期
の
乳
量
が
落
ち
込
み
ま
し
た
。

ま
た
9
月
に
は
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
が

お
き
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
ブ
ラ

ッ
ク
ア
ウ
ト
の
際
、
発
電
機
等
の
搾
乳
支

援
に
ご
協
力
頂
い
た
弟
子
屈
町
様
を
は
じ

め
町
内
業
者
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
今
後
の
危
機
管
理
対
策
の
充
実

を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

プ
ー
ル
乳
価
は
１
０
０
円
を
超
え
畜
産

物
価
格
も
高
値
で
推
移
し
た
こ
と
も
あ

り
、
Ｊ
Ａ
事
業
は
総
体
的
に
前
年
を
上
回

る
成
果
と
な
り
内
部
留
保
を
行
い
つ
つ

出
資
配
当
２
９
４
万
、
事
業
分
量
配
当

１
２
２
２
万
を
本
総
会
に
提
案
し
て
お
り

ま
す
。
組
合
員
皆
様
の
ご
努
力
に
感
謝
い

た
す
と
と
も
に
あ
ら
た
め
ま
し
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
生
活
店
舗
部
門
等
で
は

収
支
が
悪
化
し
て
き
て
お
り
、
専
門
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
議
論
し
て
い
く
な
ど
、
事

業
体
系
の
抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
組
合
員
皆
様

の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

本
年
は
新
た
な
3
か
年
計
画
の
樹
立
の

年
で
あ
り
ま
す
。
Ａ
コ
ー
プ
の
あ
り
か
た
、

営
農
指
導
費
等
各
種
経
費
の
見
直
し
を
し

て
い
く
と
共
に
、
近
い
将
来
お
と
ず
れ
る

で
あ
ろ
う
信
用
事
業
収
益
の
減
少
に
そ
な

え
賦
課
金
等
の
見
直
し
の
議
論
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も

組
合
員
負
担
が
あ
ま
り
増
加
し
な
い
よ
う

に
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
ま
す
。

　

更
な
る
酪
農
・
農
業
の
発
展
拡
大
の
た

め
、
育
成
牛
預
託
・
コ
ン
ト
ラ
事
業
の
充

実
・
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
・
担
い
手
支
援
と
新

規
就
農
の
推
進
等　

労
働
力
不
足
の
中
、

農
業
支
援
対
策
に
力
を
い
れ
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
役
職
員
一
丸
と
な

っ
て
皆
様
の
希
望
の
こ
た
え
ら
れ
る
Ｊ
Ａ

を
め
ざ
す
と
共
に
、
今
年
一
年
の
豊
穣
の

秋
と
組
合
員
御
家
族
、
地
域
の
皆
様
の
ご

健
康
・
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
開

会
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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摩
周
湖
農
協
３

階
和
室
に
て
Ｊ
Ａ

摩
周
湖
女
性
部
た

ん
ぽ
ぽ
の
会
第
21

回
通
常
総
会
が
部

員
７
名
出
席
の
も

と
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
来
賓
に
望
月

専
務
、
Ｊ
Ａ
摩
周

湖
女
性
部
長
渡
邊

久
美
さ
ん
、
釧
路

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
浜
本
主
査
、
植
月
氏

を
お
招
き
し
、
議
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し

た
。
議
案
は
全
て
承
認
さ
れ
、
新
役
員
も
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
昨
年
６
月
の
一
泊
研
修

に
て
、
酪
農
学
園

大
学
を
視
察
し

た
際
の
報
告
会

が
行
わ
れ
ま
し

た
。

た
ん
ぽ
ぽ
の
会
総
会

青
年
部
総
会

酪
振
連
総
会

中
山
間
地
域
直
接

支
払
制
度

全
体
集
会

4/17

4/11

4/19

4/16

　

摩
周
湖
農
協
３
階
研

修
室
に
て
Ｊ
Ａ
摩
周
湖

青
年
部
第
20
回
通
常
総

会
が
部
員
10
名
出
席
の

も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
に
望
月
専
務
、
弟

子
屈
町
役
場
農
林
課
廣

川
課
長
補
佐
、
松
本
係

長
、
釧
路
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
濱
本
主
査
、

を
お
招
き
し
、
議
案
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
、
全

て
原
案
通
り
に
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
役

員
改
選
に
つ
い
て
は
左

記
の
通
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

摩
周
湖
農
協
３
階
研
修
室

に
て
、
第
55
回
弟
子
屈
町
酪

農
振
興
会
連
合
会
の
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で

は
30
年
度
の
決
算
報
告
や
、

31
年
度
の
予
算
案
な
ど
、
１

号
か
ら
４
号
ま
で
の
全

て
の
議
案
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
総
会
に
て

役
員
改
選
が
行
わ
れ
、

新
役
員
が
決
ま
り
、
下

図
の
通
り
と
な
り
ま
す

（
敬
称
略
）。

　

摩
周
湖
農
協
３
階
研
修
室
に
て
、
平

成
31
年
度　

北
海
道
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度　

全
体
集
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

全
体
集
会
で
は
、
平
成
30
年
度
収
支

実
績
報
告
や
、
31
年
度
予
算
計
画
案
等

が
審
議
さ
れ
、全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

部　

長　

金　

内　

誠　

司

副
部
長　

望　

月　

大　

介

中　

澤　

好　

喜

理　

事　

早　

勢　

翔　

太

猪　

狩　

大　

輔

猪　

狩　

大　

智

監　

事　

岡　

部　

隼　

人

坪　

井　

秀　

明

Ｊ
Ａ
摩
周
湖

青
年
部
新
役
員（
敬
称
略
）

Ｊ
Ａ
摩
周
湖
女
性
部

た
ん
ぽ
ぽ
の
会
新
役
員（
敬
称
略
）

会　

長　

狩　

野　
　
　

藍

副
会
長　

吉　

田　

麻
由
子

監　

事　

徳　

永　

美　

恵

理　

事　

高　

橋　

里　

佳

連
合
会
長　

狩　

野　

秀　

喜

連
合
副
会
長　

金　

内　

誠　

司

〃　
　
　

狩　

野　

雄　

司

連
合
監
事　

吉　

田　

一　

徳

〃　
　
　

沢　

入　

貴　

幸

〃　
　
　

猪　

狩　

大　

輔

各会にて
　総会開 催！

総会の様子

議長を務めた
江上さん

議長を務めた
狩野副会長
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第
10
回

臭
気
対
策
協
議
会 

総
会

摩
周
和
牛
改
良
組
合

定
期
総
会

コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
運
営
協
議
会

定
期
総
会

乳
検
組
合

　

通
常
総
会

ヘ
ル
パ
ー
利
用

組
合　

総
会

摩
周
ノ
ー
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
広
域
協
定

平
成
31
年
度

第
１
回
運
営
委
員
会

町
営
牧
場
運
営

協
議
会 

総
会

4/19

4/19

4/26  

4/22

4/22

4/22

　

摩
周
湖
農
協
３
階
和
室
に

て
、
平
成
31
年
度
摩
周
和
牛

改
良
組
合　

低
ｓ
気
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

芝
田
組
合
長
に
よ
り
進
め

ら
れ
、
第
３
号
議
案
ま
で
全

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
総
会
終
了
後
に
は
釧
路

農
協
連　

杉
原
係
長
に
よ
る

繁
殖
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

摩
周
湖
農
協
３
階
研
修
室

に
て
、
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
運

営
協
議
会
の
第
16
回
定
期
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
１
号
か
ら
４
号
ま

で
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

摩
周
湖
農
協
３
階
研
修
室

に
て
、
摩
周
湖
乳
牛
検
定
組

合
の
第
26
回
通
常
総
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
１
号
か
ら
３
号

ま
で
の
全
て
の
議
案
が
承
認

さ
れ
ま
し
た

　

摩
周
湖
農
協
３
階
研
修
室

に
て
、
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合

の
第
27
回
通
常
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
１
号
か
ら
３
号
ま

で
、全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

摩
周
湖
農
協
３
階
研
修
室
に
て
、
摩
周

ノ
ー
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
広
域
協
定
の
平
成

31
年
度
第
１
回
の
運
営
委
員
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

議
事
は
平
岡
会
長
に
よ
り
進
め
ら
れ
、

３
号
議
案

ま
で
の
全

て
の
議
案

が
承
認
さ

れ
ま
し

た
。

　

摩
周
湖
農
協
３
階
研
修
室
に
て
、
第
10
回
弟
子

屈
町
家
畜
ふ
ん
尿
臭
気
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
協
議
会
定
期
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
役
員
の
改
選
等
、
５
号
ま
で
の
議
案

す
べ
て
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

役
員
の
改
選
に

つ
き
ま
し
て
は
、

現
役
員
の
留
任
で

承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

摩
周
湖
農
協
３

階
研
修
室
に
て
、

第
15
回
弟
子
屈
町

営
牧
場
運
営
協
議

会
の
通
常
総
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
30
年

度
決
算
報
告
及
び

31
年
度
予
算
案
等

に
つ
い
て
、
全
６

号
議
案
全
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

会　長　伊　藤　義　弘
副会長　深　谷　和　明
監　事　坂　上　孝　行
　〃　　長谷川　義　信
　〃　　金　内　誠　司

各会にて
　総会開 催！

総会の様子
議長を務めた
平岡会長

德永会長の挨拶

議長を務めた斉木会長

4/16

新木会長の挨拶

黒野組合長の挨拶

総会の様子
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二
次
加
工
セ
ン
タ
ー
に
て
、
女
性

部
に
よ
る
い
も
だ
ん
ご
作
り
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
部
員
10
名
参
加
の
も
と
、

作
業
は
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
秋
に

収
穫
さ
れ
た

「
ワ
セ
シ
ロ
」

１
０
０
㎏
を

用
意
し
、
大

量
の
い
も
だ
ん
ご
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

作
業
は
皮
む
き
か
ら
始
ま
り
、
茹
で
た

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
マ
ッ
シ
ャ
ー
で
潰
し
、

澱
粉
と
米
粉
と
混
ぜ
合
わ
せ
て
十
分
に

こ
ね
ま
す
。
棒
状
に
し
た
も
の
を
切
り

分
け
、
真
空
パ
ッ
ク
し
、
冷
凍
保
存
さ

れ
、
今
年
度
の
農
業
祭
に
て
販
売
さ
れ

ま
す
。
も
ち
も
ち
の
弟
子
屈
産
い
も
だ

ん
ご
を
是
非
会
場
に
て
ご
賞
味
く
だ
さ

い
！

ホクホクの
じゃがいもを

マッシャーにかけま
す

力強くこね
ます！

つるつるになり
並べられた
いもだんご

分担作業で効率よく、
和気あいあいと♪

古
く
な
っ
た
牛
舎
を
有
効
活
用
！

　

１
枚
目
は
全

体
の
写
真
で
、

ハ
ッ
チ
が
左
右

合
計
で
35
個
あ

り
、
綺
麗
な
ハ

ッ
チ
の
中
で
仔

牛
が
ノ
ビ
ノ
ビ

と
生
活
し
て
い

ま
す
。

　

２
枚
目
の
写

真
は
、
ホ
ワ
イ

ト
ボ
ー
ド
に
仔

牛
の
情
報
を
書
き
込
み
、
従
業
員
間
で
情

報
の
共
有
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

３
枚
目
の
写
真
は
、
各
小
屋
の
上
の
送

風
機
の
写
真
で
、
厳
冬
期
に
仔
牛
が
風
邪

を
ひ
か
な
い
よ
う
、
温
風
で
暖
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

旧
牛
舎
を
哺
育
舎
に
し
て
か
ら
従
業
員

　

㈱
ト
レ
ジ
ャ
ー
ロ
ッ
ジ
さ
ん
の
古
く
な
っ
た
牛
舎
の
有
効
活
用
の
仕
方
を
紹
介
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

　

ト
レ
ジ
ャ
ー
ロ
ッ
ジ
さ
ん
で
は
、
入
植
当
時
に
建
て
ら
れ
た
搾
乳
牛
舎
を
平
成
30
年
ま

で
使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
牛
舎
稼
働
に
伴
い
搾
乳
牛
舎
と
し
て
の
役
目
を
終
え
ま
し

た
。
し
か
し
、
内
装
が
傷
ん
で
い
る
訳
で
も
な
く
、「
ト
レ
ジ
ャ
ー
ロ
ッ
ジ
」
の
名
前
の

由
来
と
も
な
っ
た
こ
の
牛
舎
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、
現
在
は
哺
育
舎
と
し
て
使
用
し
て

い
ま
す
。

哺
育
舎
の
中
は
様
々
な

工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

は
、「
個
体
管
理
が
細
か
く
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
ミ
ル
ク
の
飲
み
の
悪
さ
や
糞
の

変
化
な
ど
が
見
や
す
く
な
っ
た
し
、
作
業

も
し
や
す
く
な
っ
た
。」
と
感
じ
て
い
て
、

仔
牛
も
前
よ
り
元
気
に
育
つ
よ
う
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
改
善
点
も
見
え
て
い
て
、
配
管

を
伸
ば
し
て
水
を
入
れ
換
え
や
す
く
す
る

こ
と
、
直
接
温
風
が
当
ら
な
い
よ
う
な
だ

ら
か
に
す
る
、
と
い
っ
た
意
見
が
出
て
い

ま
し
た
。

　

酪
農
家
の
皆
さ
ん
の
子
牛
管
理
の
参
考

に
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

写真１

写真２

写真３

４/１女性部
いもだんご作り
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Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の

実
践
や
そ
の
時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定
期
的

に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
、
平
成
31
年
４
月
12
日
、

札
幌
駅
・
地
下
歩
行
空
間
で
開
催
さ
れ
た
「
Ｊ
Ｐ

０
１
ま
つ
り
」
で
食
と
農
・
Ｊ
Ａ
の
魅
力
を
伝
え
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
Ｊ
Ａ
２
Ｍ
Ｐ
（
ジ
ェ
イ

エ
イ
ジ
ャ
ン
プ
）」
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
４
０
０
名
を
超
え
る
方
々
に

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
頂
き
ま
し
た
。

　
「
Ｊ
Ｐ
０
１
ま
つ
り
」
は
フ
リ
ー
マ
ガ
ジ
ン
「
Ｊ

Ｐ
０
１
」
に
掲
載
さ
れ
た

企
業
・
団
体
が
中
心
と
な

り
出
展
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、

道
内
か
ら
４
Ｊ
Ａ
・
１
連

合
会
が
出
展
し
ま
し
た
。

「
Ｊ
Ａ
２
Ｍ
Ｐ
」
配
信
開

始
か
ら
２
年
が
経
ち
ま
し

た
が
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

総
数
は
２
０
，
１
３
８

（
４
／
12
時
点
）
と
な
り
、

２
万
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
突

破
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
食
や
農
業
の

大
切
さ
を
理
解
し
て
も
ら
う
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と

を
願
い
、
平
成
20
年
度
か
ら
、
食
農
教
育
等
を
テ
ー

マ
と
し
た
教
材
本
を
製
作
し
、
Ｊ
Ａ
を
通
じ
て
道
内

の
小
学
校
へ
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
全
道

１
，
０
５
９
校
の
小
学
校
お
よ
び
特
別
支
援
学
校
に

贈
呈
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
会
か
ら

は
、
北
海
道
教
育
委

員
会
へ
教
材
本
の
贈

呈
を
行
い
、
教
材
活

用
へ
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の

活
動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

各団体の詳しい
取り組み内容は
WEBサイトを
ご覧ください。

　

ホ
ク
レ
ン
で
は
北
海
道

内
の
料
理
人
ら
を
主
な
対

象
に
し
た
北
海
道
ナ
チ
ュ

ラ
ル
チ
ー
ズ
特
別
セ
ミ
ナ

ー
を
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
で
開
催
し
、
道
内
チ
ー
ズ
工
房
の

生
産
者
に
よ
る
講
演
や
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ

ー
ズ
の
特
長
を
生
か
し
た
料
理
の
実
食
、

盛
り
付
け
の
専
門
家
に
よ
る
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
紹
介
し
、
道
産

チ
ー
ズ
の
魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
北
海
道
産
チ
ー
ズ
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
や
、

そ
れ
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
が
解
説

さ
れ
、
試
食
会
で
は
道
内
工
房
の
チ
ー
ズ
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
た
料
理
レ
シ
ピ
５
品
が
紹
介
さ
れ
、
ナ
チ

ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
の
豊
か
な
風
味
が
Ｐ
Ｒ
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
の
こ
ど
も
共
済
「
学
資
応
援
隊
」
が
マ
マ
リ

口
コ
ミ
大
賞
２
０
１
９
春 

学
資
保
険
部
門 

第
１
位

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
「
マ
マ
リ
口
コ
ミ
大
賞
」
と
は
、
マ
マ
向
け
ア
プ

リ
「
マ
マ
リ
」
が
ユ
ー
ザ
ー
を
対
象
に
〝
本
当
に
買

っ
て
よ
か
っ
た
〟
と
思
う
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
口
コ
ミ
件
数
と
満
足
度

を
基
準
に
支
持
が
多
か
っ
た
上
位
商
品
を
紹
介
す
る

取
組
み
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
連
は
、
こ
れ
か
ら
も
お
客
様
に
ご
満
足

い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

ホ
ク
レ
ン

　

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の
皆
様
の
生
命
と
健

康
を
守
る
た
め
、
本
会
事
業
の
積
極
的
な
啓
蒙
推
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
広
報
誌
「
す
ま
い

る
」
を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

年
３
回
発
行
し
て
お
り
、
様
々
な
医
療
・
健
康
情

報
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

北海道教育委員会
教育長（写真右）へ贈呈
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初
生
子
牛
の
販
売
価
格
を
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
げ
よ
う
！

　

３
月
に
最
高
価
格
21
万
４
千
円
、
11
月
に
最
低
価

格
１
千
円
、
平
均
価
格
は
９
万
７
千
円
～
14
万
４
千

円
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

平
均
価
格
よ
り
低
い
価
格
で
販
売
し
て
い
る
農
家

の
方
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

図
２
は
ホ
ル
初
生
オ
ス
の
農
家
ご
と
の
平
均
価
格

で
す
。
平
均
価
格
の
高
い
子
牛
管
理
の
達
人
農
家
と

平
均
価
格
の
改
善
が
必
要
な
農
家
を
示
し
ま
し
た
。

　

達
人
は
高
値
安
定
し
、
改
善
が
必
要
な
農
家
は
春

（
４
月
）、
秋
（
９
月
）
で
大
き
く
値
を
落
と
し
て
い

ま
す
。

　

子
牛
の
管
理
改
善
に
よ
っ
て
１

頭
当
た
り
数
万
～
10
万
円
の
収
益

が
増
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

１
頭
５
万
円
上
が
れ
ば
、
20
頭
で

１
０
０
万
円
の
差
と
な
り
ま
す
。

　

地
域
の
達
人
の
方
は
、
経
費
は

高
く
な
る
が
敷
料
や
初
乳
製
剤
な

ど
、
し
っ
か
り
使
っ
て
い
る
。
子

牛
が
数
万
高
く
値
が
付
け
ば
簡
単

に
元
が
取
れ
る
。
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
冬
期
間
や
夏
に
個
体
に
よ

っ
て
価
格
が
ば
ら
つ
く
場
合
は
、

寒
冷
対
策
や
暑
熱
対
策
を
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

５
月
22
日
に
、
し
べ
ち
ゃ
女
性

カ
レ
ッ
ジ
「
哺
育
管
理
の
上
手
な

農
家
の
視
察
と
ワ
ク
チ
ネ
ー
シ
ョ

ン
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
に
差
が
あ
る
個
体
ご
と
の
価
格
！

達
人
農
家
と
要
改
善
農
家
の
価
格

ま
と
め

　

川
上
郡
Ａ
農
協
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
初
生
オ
ス
の
個
体
販
売
価
格（
Ｈ
30
年
１
月
～
12
月
）を
ま
と
め
て
み
ま

し
た
。
図
１
は
月
ご
と
の
ホ
ル
初
生
オ
ス
の
販
売
価
格
で
す
。

図２　ホル初生オス農家ごとの平均価格

図１　月ごとのホル初生オス販売価格

元気
な子牛を育てましょう！
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ＤＡＴＡ ▼行事予定 ＤＡＴＡ ▼組合員 ＤＡＴＡ ▼職員
５月11日　釧路BWショー（大楽毛）
　　13日　摩周石油第１四半期末監査
　　14日　会計検査
　　　　　第１四半期末自治監査（～17日）
　　18日　農業団体ゴルフコンペ
　　20日　内部審査（～24日）
　　　　　弟子屈町農業団体各組織総会
　　21日　弟子屈町交通安全協会総会
　　22日　入牧（～24日）
　　　　　釧路農協連理事会
　　23日　地区別組合長会議
　　　　　第４回石油取締役会
　　24日　農業委員会
　　25日　全道BWショー（安平町）
　　28日　第４回定例理事会
　　29日　厚生連理事会
　　30日　第１回農業祭プロジェクト会議

〈加　入〉和田　聡史（准）
　　　　　田中　和也（准）
　　　　　株式会社延与牧場（准）

平成31年４月23日現在の
組合員数　　総組合員数　682名

正123名　准559名

平成31年４月15日現在の
職員数は　総　数　118名
内　男　72名（パート含）
内　女　46名（パート含）

　

こ
の
時
期
に
な
る
と
毎
年
思
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
５
月
に

は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
と
い
う
大

型
連
休
が
あ
り
な
が
ら
、
６
月
は
祝

日
が
１
日
も
な
い
と
い
う
バ
ラ
ン
ス

の
悪
さ
で
す
。
５
月
沢
山
休
ん
だ
ん

だ
か
ら
、
６
月
は
頑
張
れ
よ
、
と
い

う
事
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

と
、
不
満
に
思
い
つ
つ
も
、
実
家

に
帰
っ
た
り
遠
出
を
し
た
り
、
野
球

の
練
習
に
行
っ
た
り
、
な
ん
や
か
ん

や
で
予
定
を
詰
め
込
ん
で
し
ま
い
ま

し
た
。
皆
さ
ん
は
い
か
が
な
連
休
に

な
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？

【
６
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
見
て

絶
望
す
る
Ｋ
池
で
し
た
】

編集雑記

３月の乳価・乳量・乳成分
区　　分 当 Ｊ Ａ 釧路管内 全　　　道

平均乳代 ９２. ２円 ９１. ９円 ９１. ６円

補給金単価 ８. ６円 ８. ６円 ８. ６円

合計平均乳価 100.8 円 100.5 円 100.2 円

平均脂肪率 ４．０８％ ４．０５％ ４．０１％

平均無脂
固形分率 ８．７９％ ８．７９％ ８．７９％

３月乳量
<前年同月比>

4,540.0t
<96.2％>

44,910.1t
<99.3％>

329,892.6t
<100.6％>

累計乳量
<前年同期比>

54,184.2t
<97.8％>

527,309.3t
<99.8％>

3,830,324.3t
<100.9％>

脂肪率単価
1％当り ９．１７円 無脂固形単価

1 ％ 当 り ５．８０円

◎３月体細胞数30万／㎖以下の比率
上　旬 中　旬 下　旬

当 Ｊ Ａ 96.4％ 100.0％ 100.0％

釧路管内 98.5％ 98.6％ 99.6％
※各旬の％は旬検査時のローリー車単位の乳量での比率です

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

　

○
道
条
例
検
査
に
対
す
る
回
答
に
つ
い
て

　

○�

平
成
31
年
度
内
部
監
査
実
施
計
画
に
つ

い
て

　

○�

平
成
31
年
度
経
営
定
期
点
検
実
施
計
画

に
つ
い
て

　

○�

平
成
31
年
度
畜
産
・
酪
農
生
産
力
強
化

対
策
事
業
補
助
金
交
付
申
請
に
つ
い
て

　

○�

各
種
資
金
の
借
入
・
貸
付
に
つ
い
て（
住

宅
ロ
ー
ン
１
件
・
農
業
経
営
基
盤
強
化

Ｌ
資
金
７
件
・
フ
ル
ス
ペ
ッ
ク
ロ
ー
ン

１
件
・
青
年
等
就
農
資
金
１
件
・
経
営
体

育
成
強
化
資
金
１
件
）

第
３
回
定
例
理
事
会　

4
／
23

　

今
ま
で
非
常
勤
役
員
と
し
て
、
監
事
９

年
間
理
事
３
年
間
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
常
勤
と
非
常
勤
の
違
い
を
色
々

体
験
し
た
り
感
じ
た
り
し
て
い
た
の
で
、

そ
の
常
勤
の
重
み
を
深
く
感
じ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
非
常
勤
の
場
合
は
、
物
事
の

詳
細
や
前
後
を
知
る
こ
と
な
く
判
断
す
る

事
も
あ
り
、
あ
る
部
分
常
勤
任
せ
、
職
員

任
せ
の
所
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
今
後

は
、
よ
り
慎
重
な
判
断
・
決
断
が
必
要
と

な
り
、
緊
張
す
る
日
々
が
続
き
ま
す
。
専

務
理
事
の
仕
事
は
、
主
に
組
合
員
の
事
や

農
協
の
事
が
中
心
と
な
り
、
日
々
そ
の
情

報
提
供
だ
っ
た
り
説
明
だ
っ
た
り
で
、
上

手
く
考
え
を
伝
え
ら
れ
る
か
心
配
す
る
所

で
す
。
弟
子
屈
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
を
い
か
に
維
持
発
展
さ
せ
て
い
く

の
か
、
そ
し
て
地
域
の
人
々
に
摩
周
湖
農

協
を
い
か
に
評
価
し
て
も
ら
え
る
か
を
考

え
、
物
事
を
判
断
し
て
行
き
た
い
も
の
と

考
え
ま
す
。

　

今
ま
で
続
け
て
き
た
酪
農
中
心
の
生
活

か
ら
農
協
に
通
勤
す
る
生
活
に
は
、
な
か

な
か
頭
も
体
も
切
り
替
え
が
出
来
ず
、
生

活
の
リ
ズ
ム
が
乱
れ
て
い
る
所
で
す
。
組

合
員
の
皆
様
に
は
、
言
葉
足
ら
ず
だ
っ
た

り
、
長
期
の
失
礼
だ
っ
た
り
色
々
ご
迷
惑

を
掛
け
る
事
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

専
務
理
事
就
任
に
あ
た
っ
て

新任挨拶

専
務
理
事

　
望
月
　
信
雄
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増
子
み
ゆ
き
（
美
里
）

千
葉
長
太
郎
（
美
里
）

大
関
　
　
実
（
屈
斜
路
）

更
科
　
富
子
（
南
弟
子
屈
）

増
田
　
信
子
（
中
央
）

C
R
O
S
S
W
O
R
D
-P
U
Z
Z
LE

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ルLE

T
T
E
R
S

お
便
り（
敬
称
略
）

★応募先：〒０８８－３２１１　弟子屈町中央３－７－１２　ＪＡ摩周湖管理課プレゼントクイズ係

今回は、わたし、

前田　桂吾
（生活店舗課）

が抽選をしました。

４月号の正解は!!
A B C D E
シ ャ ク ナ ゲ

でした
▼

応
募
者
38
名
中
38
名
正
解
、
抽
選
の
結
果
、
左
の
５
名
の
方
が

当
選
し
ま
し
た
。
後
日
商
品
券
引
換
券
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

２０１９年４月号
クロスワードパズル
当選者発表

（出題）ニコリ

Ａ～Eの二重ワクの文字を順に並べ
て出来た言葉が答えです。正解者の
中から抽選で５名の方に商品券引換
券をプレゼント。どしどしご応募く
ださい。 （締め切りは５月20日です。）

★応募方法
折込の応募ハガキ（官製ハガキも可）
に答えと住所、氏名、電話番号と
「ActiveJA」に対するご意見やイラ
スト、その他どんなことでも結構で
すので、お便りを添えて郵送かFAX
（４８２－３１９６）でご応募下さい。
尚、Ａコープレジの後ろに応募箱を
設置しておりますのでお買い物の際
にご利用ください。

タテのカギ

�❶�人に相談すると解消する
ことも
❹障子やふすまをはめます
❼�ガロのヒット曲『——街
の喫茶店』
❾改札やホームがあります
��漢字では「茱萸」や「胡
頽子」と書きます。サク
ランボに似た実がなります
�舞台の上で演じられるもの
��子守熊ともいわれるオー
ストラリアの動物
�太陽の光がよく当たる場所
�——遣い　——口　——足
��夏至は一年で最も——が
短い日
��日本三景の中で一番北に
あるのは
�平熱よりも少し高め
��人家の軒先に巣を作るこ
ともあります

ヨコのカギ

❶�雨の多い時期に活躍する
履き物

❷�ネギやごま、七味唐辛子
など

❸�ショッピングモールには
たくさん並んでいます

❺新進——の芸術家
❻吸ったり吐いたりします
❽融通が利かない人
��父の日に、黄色い——の
花を贈る習慣もあります

��物を非常に細かく砕いた
状態

�未熟なうちに収穫した大豆
�ランチの後にうとうと
�歯磨きをして予防します
��もしものときのために準
備しておく物。スペアと
もいいます

��トイレットペーパーの芯
やちくわのような形のこと

　アクティブＪＡ編集委員会では、読者の皆様からの情報をお待ちし
ています。ご意見や身近なできごと、イラストなどどんなことでも結
構です。何でも書いて送ってネ！
　引換の際は二階事務所管理課まで引換券をご持参ください。

※商品券引換券は
　郵送となります。

あくてぃブー通信商品券が
 当たる！
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《
お
願
い
》　

　
イ
ラ
ス
ト
は
、濃
い
エ
ン
ピ
ツ
、黒
の
ボ

ー
ル
ペ
ン
、
サ
イ
ン
ペ
ン
な
ど
で
書
い
て

く
だ
さ
い
。
絵
が
う
す
い
と
き
れ
い
に
印

刷
が
で
き
ま
せ
ん
。

読 者 コーナーの
の月今 たくさんのイラストなど、ご応募ありがとう。

また送ってください。写真・コメント等を募集中！
ちょっとしたアイディアも書いてくれると嬉しいな♪

嫌な気持ちは10連休で
リセットしましょう（笑）

平成しか生きていないので
どうしても違和感がぬぐえません（笑）

寒いのが嫌なのでずっと
春のままがいいです（笑）

慣れない環境でみんな
頑張っています♪

ぜひ参考にさせて
頂きます！

平和な落ち着いた時代になって
ほしいと願うばかりです（笑）

牧草等始まってきますが、
安全作業で頑張ってください！

優しい目をしていて
とてもかわいいです♪

新１年生の姿を見ると
元気が出てきます♪

私も祖父が作るイチゴと
スイカが大好きです！

桜が咲いているのを見ると
気持ち的に明るくなりますよね♪

消費税が上がったりと考える
だけでは変化は多そうですね！

４月に入ってから風の
強い日が多いですよね！

自分が捨ててもばれないし、
と思ってしまうんでしょうね…

頑張りすぎて体を壊さない
ように気を付けたいですね！

４月に入ってからは春を感じ
られる日が多くなりましたね♪

４月はなんだか慌ただしく
なってしまいますね（笑）

とても丁寧に作業をされていて、
美味しい理由が分かった気がします！
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独自セール 日替得の市 旬鮮情報 運動会
応援セール

Aコープてしかがセール情報　（５月）

チラシのない日も、目玉品他店頭発表しておりますので、是非ご来店ください。

　４月16日から３泊４日で当ＪＡ21名、管内総勢45名で福井県・
石川県を巡ってきました。
　初日は、テレビの撮影にも使われる東尋坊を見学。巨大な柱状
の岩が１㎞も続き、迫力満点でした。２日目は、永平寺を参拝し、
白川郷萩町合掌集落を散策。古い民家が立ち並び、実際に生活
していることに驚きました。飛騨民俗村では、さるぼぼ作成を体
験しました。講師の方の指導の下、皆さん真剣に取り組んでいまし
た。３日目は宮川朝市・金沢兼六園・ひがし茶屋街散策と、歩く
ことの多い１日でした。４日目は、多くの氣が集うパワースポット、気多大社を参拝。枝に小菊が咲いているような「気多の
白菊桜」という名の珍しい桜を見ることができました。加賀市で色鮮やかな九谷焼を鑑賞。色絵付けなどを体験したかっ
たという声がありました。
　あわら温泉・飛騨高山温泉・和倉温泉と思っていたより人が少なく温泉を満喫できた、との声を頂きました。夜には、他
ＪＡ参加者とカラオケやダンスなど楽しい交流会が開かれ、新年号令和２年の貯金旅行で会いましょうと閉会しました。
　参加者の皆様と旅行出来ました事、又ご協力いただき無事旅行を終えられた事に感謝いたします。大変有難うございま
した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野呂民子添乗員談　

釧路管内6JA合同積立貯金旅行2018

伊勢神宮と熊野古道を
巡る南紀白浜


